



































8--A･q･･∑U,･b,+a,.･喜q… u-∑A,･(a,+･b,･), (1)●) )
と書 くことにする｡確率過程をIhmntoniaAformilismで調べることになる.そのような研
究は 1963年甲._Senitdyl15】に遡 り､移 しい数の研究がある｡ とりわけ 1980年代に巨視的
圭子系における■王子コヒーレンスの研究の簡単化された模型として活発に研究されたことに

























-一芸A(ev･小 e-～ ･ゲート∑U,･b,+a,･ (2))




















































色極限uc/A- ∞ では連続 (dell-0)となる.この極限ではαC-α,n- 1/2+0.





の平衡状態はすべてのαに対 して ISであると結論 している｡混乱 していると言 うべきであろ
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